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令和６年度 第３回 教授総会議事概要 

［令和６年６月１９日（水）１４：００～１４：５５］ 

 

○前回議事概要（案）が承認された。 

 

Ⅰ 報告事項 

１．寄附金受理報告 

配付資料２に基づき、２３件の寄附金について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告が

あった。 

 

２．受託研究受理報告 

配付資料３に基づき、１６件の受託研究について、常務委員会の審議の結果、受理された旨報告

があった。 

 

３．民間等共同研究受理報告 

配付資料４に基づき、３３件の民間等共同研究について、常務委員会の審議の結果、受理された

旨報告があった。 

 

 ４．人事報告 

（1）基礎系部門（光・フォトニクス分野）の准教授または講師に係る人事について、現在公募

を行っている旨説明があった。 

（2）物質・環境系部門（環境・エネルギー触媒工学分野）の特任教授に係る人事について、6

月 19 日の人事教授会で投票が行われる旨説明があった。 

（3）価値創造デザイン推進基盤（研究推進部門トレジャーハンティング分野Ⅰ）の講師に係る

人事について、6 月 19 日の人事教授総会で投票が行われる旨説明があった。 

（4）情報・エレクトロニクス系部門（量子情報エレクトロニクス分野）の准教授に係る人事に

ついて、6 月 19 日の人事教授准教授会で投票が行われる旨説明があった。 

（5）人間・社会系部門（建築技術マネジメント分野）の特任准教授（特定短時間）に係る人事

について、6 月 19 日の選考委員会で候補者の選考が終了し、7 月 24 日の人事教授准教

授会で投票が行われる旨説明があった。 

（6）情報・エレクトロニクス系部門（ワイヤレス通信工学分野）の教授に係る人事について、

現在公募を行っている旨説明があった。 

（7）人間・社会系部門（AI 空間学分野）の特任教授（特定短時間）に係る人事について、現

在公募を行っている旨説明があった。 

（8）人間・社会系部門（建築情報モデル学分野）の特任准教授（特定短時間）に係る人事につ

いて、現在公募を行っている旨説明があった。 

 

 ５．東京大学生産技術研究所の教授、准教授、講師及び助教の任期に関する内規の一部改正につ

いて 

   内規の一部改正について、報告があった。 

 

 ６．東京大学における自治体等との地域連携に関する全学協定について 

配付資料５に基づき、地域連携に関する全学協定について、報告があった。 
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７. 農学生命科学研究科及び陸前高田市とのピーカンナッツによる地方創生に関する連携協力協 

定書の変更について 

  沖特任教授から、配付資料６に基づき、報告があった。 

 

８．「スポーツ先端科学連携研究機構」における寄付研究部門の設置等について 

  寄付研究部門の設置等について、報告があった。 

 

Ⅱ 審議事項 

１．寄附金の受入について 

池内准教授から、説明があり、審議の結果、承認された。  

 

Ⅲ 内外情勢報告 

１． 研究科長・学部長・研究所長合同会議（５／２８、６／４） 

配付資料７及び８に基づき、研究科長・学部長・研究所長合同会議について、報告があった。 

 

Ⅳ その他 

１．２１＿２１ＤＥＳＩＧＮ ＳＩＧＨＴ企画展 「未来のかけら」ガイデッドツアーのご案内 

新野教授から、配付資料９に基づき、「未来のかけら」ガイデッドツアーについて、案内があった。 

２．令和６年度夏季省エネルギー方針について 

大岡キャンパス・施設部会長から、配付資料１０に基づき、令和６年度夏季の生産技術研究所の 

省エネルギー方針について、説明があった。 

３． International Mixerの開催について（七夕祭） 

杉原国際・産学連携室員から、配付資料１１に基づき、７月２日（火）１８：３０から International 

Mixer（七夕祭）が開催される旨、案内があった。 

４． キャンパス公開２０２４開催報告について 

佐藤（洋）キャンパス公開実行委員長から、配付資料１２に基づき、６月７日（金）～８日（土）

の駒場リサーチキャンパス公開２０２４及び６月６日(木)のインキュベーションミーティングに

ついて、 開催報告があった。 

５． 夏季一斉休業について 

鈴木総務課長から、今年度の夏季一斉休業について、説明があった。 

６． 生研データベースの入力について 

野村ＲＭＯ室長から、生研データベースの入力について、依頼があった。 

７. UTokyo Compassの更新について 

  野村総長補佐から、UTokyo Compass2.0が公表された旨、報告があった。 

 

 

以 上 

 


